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P.6決まったこと 補正予算他

一 般 質 問 3人が町政を問う P.8

令和３年度決算概要・主な質疑

委員会報告 総務厚生・産業他
まちの元気 国民健康保険診療所長 牛込先生 P.14

P.12

祝橋に和束小学校の
　キャラクター「ちゃぱ」
橋に愛着を持ってもらおうと企画されたこの絵は、和
束小学校の児童により描かれました。10月で橋が舗
装され見えなくなりましたが、いつまでも通行者を見
守ってくれることでしょう。

決　　　算
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　令和３年度の決算は、第４次総合計画の最終年度であり、６つの協働プログラ
ムに沿って事業が行われた。

・体験交流センター改修事業
� 6536万円
・子育て世帯臨時特別支援事業
� 3296万円
・高校生等就学応援給付金
� 1131万円

・障害者自立支援給付事業
� 9765万円
・住民税非課税世帯等臨時特別
給付事業� 5138万円
・新型コロナウイルスワクチン接種
事業� 3835万円

和束を担う次世代の
� ひとづくり協働プログラム

住民が支えあう安心と信頼
� の協働プログラム

・祝橋整備事業� １億7000万円

・石寺橋整備事業� 6451万円

・路線バス対策事業� 2085万円

安全で快適な暮らしを
� 実感できる協働プログラム

和束町議会だより
決算

　

第
3
回
定
例
会
は
9
月
7
日
か
ら
22
日
ま
で
の
会
期
で
開
催
さ
れ
た
。
町
長
提
案
の
令
和
3
年
度
決
算
認
定
7
件
、
令
和
4
年

度
補
正
予
算
4
件
、
自
治
功
労
者
の
表
彰
や
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
解
体
工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
祝
橋
架
設
工
事
請
負
契
約
の
変

更
、
相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
規
約
変
更
な
ど
提
案
さ
れ
、
全
て
可
決
・
同
意
・
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

決
算
認
定
は
、
13
日
、
14
日
全
議
員
で
構
成
す
る
決
算
特
別
委
員
会
で
審
議
し
た
。
質
疑
、
討
論
、
採
決
の
結
果
、
一
般
会
計

及
び
特
別
会
計
の
決
算
認
定
を
原
案
ど
お
り
認
定
し
た
。

第 5 次 総 合 計 画 へ
令和４年から８年まで

体験交流センター耐震改修

コロナワクチン接種

完成が待ち遠しい祝橋
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令和３年度決算額
　　　一般会計　　　　　　　　　　　　　　　特別会計（６特別会計）
　　　　歳入総額　　38億3879万円　　　　　　　歳入総額　　19億1424万円
　　　　歳出総額　　37億8149万円　　　　　　　歳出総額　　18億3923万円

・和束保育園耐震改修事業� 5918万円
　（仮設保育園の東保育園改修）

・森林保全治山治水事業� 701万円

・防火水槽整備設計事業� 347万円

自然を守りともに暮らす
� 協働プログラム

・茶源郷和束生活応援商品券� 3928万円

・凍霜被害茶園対策助成金� 1183万円

・農業次世代人材投資給付事業�787万円

・戸籍電子化事業� 986万円

・文化的景観調査事業� 301万円

・コンビニ交付サービス事業� 88万円

和束のブランドを高める
� 協働プログラム

住民・事業者・行政がともに
� 進める協働プログラム

和束町議会だより
決算

第 4 次 総 合 計 画 か ら
平成29年から令和３年まで

森林保全のため竹やぶを伐採

コロナ禍で配布された生活応援商品券

茶業景観を地形・土地利用・建物から見た調査結果
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決算特別委員会

Ｑ�　

国
民
健
康
保
険
に
お
い
て
、
短

期
被
保
険
者
証
の
対
象
者
は
何
人

か
。
ま
た
資
格
証
明
書
と
は
何
か
。

Ａ�　

短
期
被
保
険
者
証
は
、
滞
納
者

に
対
し
て
発
行
さ
れ
る
も
の
で
あ

り
、
令
和
3
年
度
末
で
18
世
帯
あ

り
ま
す
。
資
格
証
明
書
は
更
な
る

滞
納
者
に
課
さ
れ
る
も
の
で
、
医

療
費
全
額
負
担
の
う
え
、
後
で
7

割
分
を
還
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

Ｑ�　

ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
イ
ン
レ
ジ
デ

ン
ス
の
利
用
状
況
に
つ
い
て
問

う
。

Ａ�　

令
和
3
年
度
に
つ
い
て
は
1�
5�

2
件
6
4
8
名
の
利
用
が
あ
り
、

収
支
は
マ
イ
ナ
ス
で
す
が
、
各
種

企
画
会
議
や
オ
ン
ラ
イ
ン
利
用
が

あ
り
、
学
研
企
業
等
へ
の
呼
び
込

み
発
信
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ�　

下
水
道
の
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
と
は
。

Ａ�　

長
寿
命
化
計
画
で
あ
り
、
5
年

10
年
の
ス
パ
ン
で
計
画
的
に
改
修

し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ�　

下
水
道
処
理
場
に
、
単
一
浄
化

漕
の
し
尿
を
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

Ａ�　

今
の
施
設
で
は
不
可
能
で
す
。

Ｑ�　

茶
源
郷
行
政
情
報
配
信
シ
ス
テ

ム
（
光
ボ
ッ
ク
ス
）
の
設
置
状
況

は
。

Ａ�　

機
器
の
設
置
台
数
は
4
2
1
台

で
あ
り
、
そ
の
他
28
台
の
新
規
予

約
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ�　

光
ボ
ッ
ク
ス
の
今
後
の
環
境
作

り
に
つ
い
て
問
う
。

Ａ�　

防
災
行
政
無
線
の
個
別
機
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
代
用
、
ポ
ケ
ッ

ト
W
i
F
i
の
活
用
に
つ
い
て
も

検
討
し
た
い
。

Ｑ�　

現
在
ま
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
は

ど
の
程
度
か
。

Ａ�　

町
全
体
で
3
回
ま
で
接
種
率
90

％
く
ら
い
。

Ｑ�　

ワ
ク
チ
ン
接
種
会
場
設
置
等
委

託
料
3
8
0
万
円
の
内
容
は
。

Ａ�　

B
&
G
海
洋
セ
ン
タ
ー
設
営
費

用
で
あ
り
、
設
営
・
撤
収
、
備
品

関
係
等
の
委
託
料
で
す
。

Ｑ�　

町
全
体
に
お
け
る
特
別
会
計
へ

の
基
準
内
繰
入
れ
と
は
何
か
。

Ａ�　

簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
部
分
が
基

準
内
繰
入
れ
で
あ
り
、
下
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
示
さ
れ

て
い
な
い
受
益
者
負
担
の
部
分
や

国
保
直
診
事
業
な
ど
は
基
準
外
繰

入
れ
と
な
り
ま
す
。

Ｑ�　

2
0
1
6
年
に
電
力
が
完
全
自

由
化
に
な
っ
た
が
町
の
電
気
調
達

は
ど
こ
か
ら
さ
れ
て
い
る
の
か
。

Ａ�　

関
西
電
力
と
契
約
し
て
お
り
、

民
間
よ
り
割
高
で
す
が
大
口
契
約

と
な
り
、
15
％
割
引
と
な
り
ま
す
。

Ｑ�　

令
和
3
年
度
の
町
外
か
ら
の
移

住
者
は
何
名
か
。
ま
た
、
移
住
定

住
促
進
の
た
め
に
最
も
念
頭
に
置

か
れ
て
い
る
事
は
何
か
。

Ａ�　

11
世
帯
16
名
の
方
が
移
住
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
和
束
は
お

茶
の
ま
ち
と
い
う
視
点
で
様
々
な

事
業
を
通
し
て
各
種
の
団
体
と
連

携
し
種
々
の
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て

発
信
し
ま
す
。

Q�　

町
内
で
産
ま
れ
育
っ
た
職
員
で

現
在
は
町
外
か
ら
通
勤
さ
れ
て
い

る
職
員
は
何
名
か
。

A�　

職
員
79
名
の
う
ち
町
内
20
名
、

町
外
59
名
在
住
し
て
お
り
、
う
ち

25
名
は
町
内
生
ま
れ
の
転
出
組
で

す
。

Ｑ　

適
正
な
職
員
数
と
は
。

Ａ�　

積
極
的
な
地
域
づ
く
り
を
し
て

い
く
上
で
職
員
79
名
と
い
う
の
は

非
常
に
厳
し
い
。
今
後
い
ろ
ん
な

制
度
も
取
り
入
れ
、
職
員
を
も
う

少
し
増
や
し
て
い
く
事
も
必
要
か

と
思
っ
て
い
る
。

Q�　

道
路
の
関
係
で
繰
越
明
許
費
が

多
い
が
、
そ
の
理
由
は
。

A�　

お
茶
の
時
期
と
の
関
係
で
工
事

が
遅
れ
る
の
が
、
第
一
の
理
由
で

す
。

Q�　

共
同
製
茶
等
省
力
化
で
1�

3 

7
万
の
予
算
は
団
体
に
対
し
て
の

み
の
補
助
か
。

A�　

府
の
茶
業
振
興
事
業
で
2
件
の

採
択
が
あ
り
ま
し
た
が
個
人
に
は

適
用
さ
れ
な
い
の
で
、
今
後
、
府

の
方
へ
要
望
し
て
い
き
た
い
。

Q�　

犬
打
峠
ト
ン
ネ
ル
工
事
の
進
捗

状
況
に
つ
い
て
問
う
。

A�　

予
定
よ
り
遅
れ
気
味
で
す
が
、

令
和
6
年
3
月
完
成
を
目
途
に
進

め
て
い
ま
す
。

Q&A
和束町議会だより

主な質疑
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和束町議会だより
決算討論

一般会計決算

①�コロナ対策では、ワクチン接種について関係機関と連携しながら全庁的な接種体制を構築し、
迅速に接種を進められた。また、地域経済の好循環を目指した生活応援商品券事業や子育て世
帯、非課税世帯、事業者など限られた財源の中で、支援が必要な対象者に対して適切な支援を
行うなど、住民生活の下支えとなる施策を展開された。
②�人口減少や少子高齢化の解消について、保育園耐震改修事業に向けた仮園舎として東保育園・
いきいきこども館の改修を行うとともに、保育料や医療費、給食費などの無償化を継続し、子
育てしやすいまちづくりに向け引き続き取組を推進された。また、近年、重点を置いて取り組
んでいる移住・定住施策についても例年以上に移住者が増加し、取り組みの成果が実を結びつ
つある。
③�老朽化に伴う祝橋の架替工事や河川の浚渫など住民の命と暮らしを守るための取組や利便性と
財政負担とのバランスを考慮した新たな地域公共交通体系の検討、凍霜害を受けた茶業に対す
る支援、「茶源郷行政情報配信システム」の更新及び機能強化など、安心で住みやすいまちづく
りのための取組を推進された。
　以上、第４次総合計画の集大成となる事業の推進と第５次総合計画に掲げる将来像「和の郷　
知の郷　茶源郷和束」の実現へ向けた第一歩となる事業を展開されたことを評価し賛成する。

①�コロナ対策では、ワクチン接種がスムーズに進められた点や、福祉現場等での定期検査の実施、
生活支援での給付金支給や水道基本料金の免除など評価できるが、ＰＣＲ検査補助の未実施や
感染対策全般にわたる必要な情報発信や情報提供等が十分でなかった。
②�茶業の凍霜害支援について、補助の拡充等もう少し努力できたのでは。お茶の町として、基幹
産業を守るために何が必要か、今まで以上に求められている。
③�定住促進について、最大の課題は住宅の整備や確保。空き家対策としては、登録数や契約件数
の増加が見られるが、住まいの安定的な供給、多様なニーズに応えるには公的な住宅の整備や
確保が不可欠です。
④�子育て支援については、これまでの施策の継続を土台に、高校生等の通学負担などさらに踏み
込んだ支援の拡充を検討すべき。
⑤�公共交通について、カートによる地域交通の構築が白紙に戻り、具体的な方向性がなかなか明
らかにならなかった。現方向性は、路線バスの維持に主眼があり、デマンド型の導入も路線バ
スへのアクセスという限定的な方式にとどまっている。負担面の改善も見られない。路線バス
の維持に縛られない方向性の検討も併せて進めるべき。
⑥�総合保健福祉施設の整備について、施設の設計を託す業者選定等、不透明で不可解な町行政の
対応は、住民の不信を招き、責任は極めて大きい。
⑦�相楽東部広域連合の在り方、特に教育委員会の連合による運営の見直しの必要性について、現
実を受けとめ、子供たちや地域にとって教育行政は本来どうあるべきかを今こそ考え、教育委
員会事務を各町村に戻すことを真剣に検討すべき。以上の理由から反対する。

賛成討論（村山一彦議員）

反対討論（岡本正意議員）
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○�

和
束
保
育
園
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
修
工
事
請
負
契
約

の
締
結

契
約
金
額

　
1
億
5
4
0
0
万
円

契
約
相
手
方

　�

藤
原
・
吉
田
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

○�

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
等
解
体

工
事
請
負
契
約
の
締
結

契
約
金
額

　
7
4
0
0
万
8
0
0
0
円

契
約
相
手
方

　�

山
城
・
山
喜
特
定
建
設
工
事

共
同
企
業
体

○�

祝
橋
上
部
工
架
設
工
事
に
係

る
工
事
請
負
契
約
の
変
更
（
第

2
回
）

契
約
金
額

　
1
億
8
1
4
2
万
8
0
0
円

➡

　
1
億
8
1
5
2
万
5
3
0
0
円

変
更
内
容

　�

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
施
工
に

係
る
仮
設
道
路
の
変
更

○�

相
楽
郡
広
域
事
務
組
合
規
約

の
変
更

　
名
称
を
「
相
楽
広
域
行
政
組

合
」
に
改
め
、
共
同
す
る
事
務

の
変
更
な
ど

問�　

茶
業
経
営
支
援
給
付
金
事
業

の
内
容
や
住
民
へ
の
周
知
は
。

答�　

肥
料
な
ど
資
材
の
価
格
高
騰

に
よ
り
茶
農
家
さ
ん
に
肥
料
購

入
費
の
一
部
を
支
援
す
る
も
の

で
、
経
営
面
積
に
応
じ
て
、
10

ア
ー
ル
当
た
り
一
律
4
0
0
0

円
給
付
さ
せ
て
い
た
だ
く
。
給

付
額
の
上
限
は
設
け
て
い
ま
せ

ん
。
11
月
広
報
紙
で
周
知
し
、

で
き
る
だ
け
早
く
申
請
受
付
の

予
定
を
し
て
い
る
。

問�　

石
寺
景
観
前
駐
車
場
整
備
に

つ
い
て
、
駐
車
台
数
は
ど
の
程

度
予
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。
整

備
さ
れ
た
後
の
管
理
方
法
は
。

答�　

20
台
以
上
駐
車
で
き
る
よ
う

予
定
し
て
い
る
。
整
備
後
は
町

有
地
と
な
る
が
、
管
理
運
営
に

つ
い
て
は
現
時
点
、
石
寺
区
が

立
ち
上
げ
ら
れ
る
地
縁
団
体
に

委
託
さ
せ
て
い
た
だ
く
予
定
を

し
て
い
る
。

問�　

簡
易
陰
圧
装
置
設
置
経
費
支

援
補
助
金
の
内
容
は
。

答�　

陰
圧
装
置
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

だ
け
で
な
く
感
染
症
関
係
全
般

に
対
応
す
る
も
の
で
、
部
屋
に

こ
れ
を
つ
け
た
中
で
陰
圧
を
変

え
て
外
に
排
出
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
今
回
、
町
内
に
あ
る

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
か
ら
の

要
望
で
、
京
都
府
補
助
事
業
を

活
用
し
、
23
基
設
置
す
る
。
2

年
前
に
も
こ
の
補
助
事
業
に
よ

り
短
期
入
所
の
施
設
に
10
基
設

置
し
た
。

問�　

今
年
は
、
茶
源
郷
ま
つ
り
を

開
催
さ
れ
る
の
か
。

答�　

和
束
町
商
工
会
、
営
農
組
合

の
方
に
も
声
を
か
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
11
月
の
実
施
は
難
し

い
が
、
そ
れ
に
近
い
月
で
現
場

で
の
開
催
を
考
え
て
い
る
。

問�　

新
生
児
聴
覚
検
査
委
託
料
及

び
助
成
金
の
内
容
は
。

答�　

出
生
後
す
べ
て
の
新
生
児
に

聴
覚
異
常
が
な
い
か
病
院
に
検

査
を
委
託
す
る
も
の
で
、
10
月

か
ら
実
施
予
定
で
す
。
今
ま
で

こ
の
検
査
は
任
意
で
、
費
用
は

全
額
自
費
で
し
た
。
4
月
1
日

か
ら
9
月
30
日
ま
で
既
に
自
費

で
支
払
わ
れ
て
い
る
方
に
は
、

委
託
料
と
同
額
を
助
成
し
ま
す
。

和束町議会だより
議会で決まったこと

8月臨時会・9月定例会で決まったこと

令
和
4
年
度
補
正
予
算
で
は
、
一
般
会
計
・

特
別
会
計
合
わ
せ
て
8
0
4
0
万
円
増
額

さ
れ
た
。

○一般会計補正予算

　・簡易陰圧装置設置経費支援補助金
� 2231万円
　・道路維持補修費� 1800万円
　・茶業経営支援給付金事業� 1764万円
　・総合保健福祉施設整備事業
　　（仮設駐車場）� 1500万円
　・石寺景観前駐車場整備事業
� 1334万円
　・茶源郷まつり補助金� 300万円

○国保直診勘定補正予算

　・感染症遺伝子検査装置� 157万円

○簡易水道事業補正予算

　・祝橋架替工事に伴う水道管布設替
　　工事� 450万円

○下水道事業補正予算

　・祝橋架替工事に伴う下水道設備等
　　工事� △150万円
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意
　
見
　
書

　

�
第
３
回
定
例
会
（
９
月
）
に
次
の
と
お
り
意
見
書
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

①�

安
倍
元
総
理
の
「
国
葬
」
に
反
対
し
中
止
を
求
め
る
意

見
書

�
提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

1
人

�

反
対
者　

8
人

②�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
対
策
の
抜
本
的
強
化
を
求

め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

4
人

�

反
対
者　

5
人

③�

核
兵
器
禁
止
条
約
へ
の
参
加
を
求
め
る
意
見
書

�

提
出
者　
　
　

岡
本
正
意　

議
員

�

賛
成
者　

2
人

�

反
対
者　

7
人

否�

決
否�

決
否�

決

各議員の賛否
審
議
結
果

会
議
区
分

� 議員名
議案名

岡
田
　
勇

髙
山
豊
彦

藤
井
清
隆

村
山
一
彦

吉
田
哲
也

井
上
武
津
男

岡
本
正
意

畑
　
武
志

小
西
　
啓

岡
田
泰
正

認
定 委 令和３年度和束町一般会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和３年度和束町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和３年度和束町簡易水道事業特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○

認
定 委 令和３年度和束町下水道事業特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ × ○ × ○ × ○

認
定 委 令和３年度和束町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

認
定 委 令和３年度和束町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について − ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

可
決 本 令和４年度和束町簡易水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × −

可
決 本 令和４年度和束町下水道事業特別会計補正予算（第2号） ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ × −

否
決 本 安倍元総理の「国葬」に反対し中止を求める意見書 × × × × × × ○ × × −

否
決 本 新型コロナウイルス感染対策の抜本的強化を求める意見書 ○ × × × ○ × ○ × ○ −

否
決 本 核兵器禁止条約への参加を求める意見書 ○ × × × × × ○ × × −

※会議区分　本は本会議　委は決算特別委員会　　○は賛成　×は反対　　−は採決に加わらない
　岡田泰正議長は本会議の採決に、岡田勇決算特別委員長は決算認定の採決に加わりません。

令和4年第3回定例会（9月）に、提出された議案のうち賛否がわかれたもの

自
治
功
労
者
表
彰

　

長
年
に
わ
た
り
、
本
町
の
地
域
医
療
の
発
展
に
貢
献

さ
れ
た
元
国
保
診
療
所
長
の
表
彰
に
同
意
し
ま
し
た
。�

�

桐き
り
や
ま山　

藤と
う
じ
ゅ
う
ろ
う

重
郎　

氏　

和束町議会だより
意見書、議員賛否
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和束町議会だより
一般質問

　₉月₇日に行った一般質問には、３人の議員が質問に
立ち、町長等に対して様々な課題についてただしました。
各議員の質問項目を紹介します。

　一般質問は、町の行財政全般にわたる議員主導による政策論議です。
　質問時間は答弁を含め１時間以内で、時間内に何度でも質問できます。記事は質問順で、
内容は本人から提出された要約原稿です。
　詳細は、後日ホームページに掲載する議事録でご確認ください。

一 般
質 問

町政を問う！
� 提案する！

①髙山�豊彦�議員　（₉ページ）
１．地域資産を活用したまちづくりを進める計画は
２．府道５号線（木津信楽線）の安全対策は
３．下水道事業・浄化槽整備事業の今後の展望は

③岡本�正意�議員　（11ページ）
１．「第8波」見据え、検査、医療・

診療体制の充実・強化を
２．物価高騰から高齢者の暮らしを

守れ
３．ごみ収集場所の見直しを

②村山�一彦�議員　（10ページ）
１．人事体制を問う
２．ふるさと納税の状況と今後の取

り組みは
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問
　

事
業
を
進
め
る
た
め

の
課
題
と
、
住
民
に
求
め
る
協

力
・
協
働
と
は
。

答
　

町
長

　

観
光
消
費
額
が
府
内
平
均
以

下
で
、
本
町
や
和
束
茶
の
認
知

度
が
低
い
、
ま
た
生
業
景
観
や

茶
産
業
を
維
持
す
る
担
い
手
不

足
や
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少

に
伴
う
地
域
活
力
の
衰
退
等
が

課
題
。「
協
働
」
と
は
町
民
活

動
団
体
等
と
行
政
が
互
い
の
特

性
を
認
め
合
い
、
心
を
通
わ
せ

な
が
ら
、
共
通
の
目
標
に
向

か
っ
て
知
恵
と
力
を
出
し
合

い
、
協
力
・
連
携
し
な
が
ら
地

域
の
課
題
等
に
共
通
の
認
識
を

持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。

問
　

石
寺
地
区
駐
車
場
整

備
の
今
後
の
計
画
工
程
と
、
駐

車
場
完
成
ま
で
の
対
策
は
。

答
　

地
域
力
推
進
課
長

　

今
議
会
に
測
量
と
設
計
業
務

委
託
等
の
補
正
予
算
を
計
上
。

併
せ
て
農
振
地
解
除
事
務
を
進

め
、
来
年
度
当
初
予
算
で
土
地

取
得
費
用
、
6
月
補
正
予
算
に

工
事
費
を
計
上
す
る
予
定
。
ま

た
、
路
上
駐
車
禁
止
の
注
意
喚

起
や
来
訪
者
の
マ
ナ
ー
向
上
に

向
け
啓
発
に
努
め
、
駐
車
場
完

成
ま
で
の
期
間
、
路
上
駐
車
を

少
し
で
も
解
消
で
き
る
よ
う
検

討
を
進
め
た
い
。

府
道
５
号
線
の
安
全
対
策
は

問
　

京
都
府
に
対
し
て
沿

線
の
樹
木
等
の
伐
採
も
含
め
、

安
全
対
策
の
要
請
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

路
側
の
草
を
年
1
回
、
樹
木

に
つ
い
て
は
、
住
民
や
通
行
者

か
ら
通
報
・
要
請
等
が
届
い
た

場
合
、
山
城
南
土
木
事
務
所
と

調
整
を
行
い
予
算
の
範
囲
内
で

実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

問
　

建
築
限
界
の
基
準
か

ら
、
道
路
上
に
突
き
出
た
樹
木

等
が
原
因
で
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
樹
木
の
所
有
者
に
損
害

賠
償
を
求
め
る
裁
判
事
例
が
あ

る
。
住
民
へ
の
協
力
依
頼
と
と

も
に
、
府
へ
強
く
要
望
願
い
た

い
。答

　

建
設
事
業
課
長

　

所
有
者
の
理
解
・
協
力
が
な

い
と
難
し
い
部
分
も
あ
る
が
、

京
都
府
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が

ら
進
め
た
い
。

下
水
道
事
業
・
浄
化
槽
事

業
の
今
後
の
展
望
は

問
　

住
民
負
担
額
の
格
差

の
検
討
結
果
と
課
題
は
。

答
　

副
町
長

　

整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
ほ

ぼ
格
差
は
な
い
が
、
維
持
管
理

費
で
浄
化
槽
の
方
が
年
間
約

２
万
４
0
0
0
円
程
度
高
く
な

っ
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中

で
両
事
業
施
設
の
管
理
・
運
営

に
大
き
な
課
題
が
あ
る
。

問
　

ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
計
画
及
び
事
業
継
続
計
画

の
進
捗
状
況
と
問
題
点
は
。

答
　

建
設
事
業
課
長

　

30
年
近
く
経
過
し
た
施
設
の

維
持
管
理
・
運
営
は
非
常
に
厳

し
い
状
況
、
毎
年
予
算
措
置
を

し
、
維
持
修
繕
に
努
め
て
い
る

が
、
計
画
を
実
行
す
る
に
は
多

額
の
事
業
費
が
必
要
、
令
和
5

年
度
を
目
途
に
全
て
の
計
画
を

ま
と
め
、
下
水
道
委
員
会
に
諮

問
し
議
論
を
重
ね
た
い
。

問
　

現
状
の
合
併
浄
化
槽

の
整
備
率
と
今
後
の
整
備
の
考

え
は
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

整
備
率
は
54
・
9
％
、
生
活

排
水
処
理
事
業
と
し
て
大
き
な

課
題
も
あ
り
、
様
々
な
観
点
か

ら
検
討
が
必
要
。

問
　

町
全
体
の
財
政
展
望

と
住
民
負
担
軽
減
の
計
画
は
。

答
　

総
務
課
長

　

令
和
3
年
度
財
政
力
指
数
は

0
・
1
7
5
で
、
収
入
の
殆
ど

が
地
方
交
付
税
や
国
・
府
の
補

助
金
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
大

変
厳
し
い
状
況
。
人
口
減
少
に

よ
り
地
方
交
付
税
は
減
少
す
る

見
込
み
、
住
民
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
、
個
々
の
負
担
軽
減

が
必
要
と
判
断
さ
れ
た
場
合
、

計
画
的
に
積
立
て
て
い
る
基
金

を
活
用
し
事
業
推
進
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

問
　

減
少
が
予
想
さ
れ
る

下
水
道
料
金
の
確
保
や
維
持
管

理
費
の
捻
出
は
。

答
　

副
町
長

　

高
額
な
改
修
費
が
必
要
で
、

未
接
続
世
帯
の
対
応
や
料
金
改

定
等
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
計
画
を
基
に
下
水
道
委
員
会

で
議
論
を
お
願
い
し
た
い
。

和束町議会だより
一般質問

地域資産を活用したまちづくりを
進める計画は？

「見るお茶・食べるお茶・体験するお茶・飲むお茶」
で周遊観光の好環境の創出事業を展開したい。 町長

髙山 豊彦 議員

和束中央浄化センター
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人
事
体
制

問
　

今
年
か
ら
5
年
間
、

毎
年
2
名
計
10
名
の
課
長
が
定

年
退
職
を
迎
え
る
が
対
応
策

は
。答

　

町
長

　

国
家
公
務
員
法
等
の
改
正
法

に
よ
り
定
年
年
齢
を
令
和
5
年

度
か
ら
一
歳
ず
つ
引
き
あ
げ

る
。
現
在
、
定
年
延
長
に
係
る

条
例
整
備
を
進
め
て
い
る
。
現

行
の
制
度
で
も
本
人
が
希
望
す

れ
ば
65
歳
ま
で
再
任
用
と
し
て

勤
め
ら
れ
る
。

問
　

現
在
の
課
長
補
佐
、

係
長
は
、
何
名
か
。

答
　

副
町
長

　

課
長
補
佐
12
名
、
内
3
名
は

再
任
用
職
員
、
係
長
4
名
。

問
　

和
束
町
の
職
員
を
1

2�

0
名
か
ら
80
名
に
削
減
し
た

の
は
何
年
か
。

答
　

副
町
長

　

平
成
22
年
度
で
す
。
国
の
補

助
金
、
交
付
金
が
削
減
さ
れ
、

平
成
17
年
よ
り
集
中
改
革
プ
ラ

ン
を
立
上
げ
6
年
で
職
員
80
名

に
削
減
。

問
　

今
年
度
一
般
事
務
職

員
の
採
用
は
な
か
っ
た
が
原
因

は
。答

　

副
町
長

　

昨
年
9
月
に
8
名
の
方
が
採

用
試
験
を
受
験
さ
れ
て
お
り
3

次
試
験
を
経
て
1
名
の
方
に
採

用
通
知
を
出
し
た
が
直
前
に
辞

退
さ
れ
た
。

問
　

笠
置
町
は
3
名
の
方

が
採
用
さ
れ
て
い
る
。
不
便
な

地
理
状
況
に
あ
る
和
束
町
で
は

差
別
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
。

答
　

副
町
長

　

笠
置
町
の
初
任
給
は
大
卒

18
万
2
2
0
0
円
で
和
束
町
は

18
万
8
7
0
0
円
と
な
っ
て
い

る
。問

　

中
途
採
用
は
考
え
な

い
の
か
。

答
　

副
町
長

　

社
会
経
験
さ
れ
た
方
で
は
年

齢
を
広
げ
て
募
集
を
か
け
て
い

る
。
一
般
事
務
で
は
30
歳
ま
で

と
し
て
い
る
。

問
　

こ
の
3
年
間
で
課
長

補
佐
が
、
3
名
も
定
年
を
待
た

ず
に
辞
め
て
い
る
。
こ
の
現
実

を
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
　

副
町
長

　

大
変
残
念
に
思
う
。
た
だ
再

出
発
の
意
を
持
っ
た
方
も
い
る

し
個
人
の
家
庭
の
事
情
の
方
も

い
ろ
い
ろ
要
因
は
あ
る
と
考
え

る
。

ふ
る
さ
と
納
税

問
　

受
入
体
制
は
総
務
課

長
を
は
ず
し
専
任
体
制
に
す
べ

き
で
は
。

答
　

町
長

　

検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　

返
礼
品
業
者
の
募
集

を
行
っ
て
い
る
が
周
知
さ
れ
て

い
な
い
。
ど
の
様
な
方
法
で

行
っ
て
い
る
の
か
。

答
　

総
務
課
長

　

令
和
4
年
2
月
か
ら
和
束
町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
し
て

い
る
。
併
せ
て
担
当
職
員
が
個

別
に
町
内
の
事
業
者
を
訪
問
し

て
い
る
。

問
　

返
礼
品
の
写
真
が
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
掲
載
さ
れ
て

い
る
が
イ
ン
パ
ク
ト
感
が
な
い
。

刷
新
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
　

総
務
課
長

　

事
業
者
と
協
議
し
新
し
い
写

真
、
変
わ
っ
た
角
度
か
ら
見
る

よ
う
な
形
で
検
討
し
た
い
。

問
　

ふ
る
さ
と
納
税
に
よ

る
他
自
治
体
へ
の
令
和
3
年
度

の
流
出
額
は
。

答
　

税
住
民
課
長

　

1
3
6
万
6
0
0
0
円
で
す
。

（
参
考
、
ふ
る
さ
と
納
税
受
入

額
は
1
1
5
万
2
0
0
0
円
）

問
　

企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
に
つ
い
て
働
き
か
け
は
。

答
　

町
長

　

町
づ
く
り
の
な
か
で
、
そ
う

い
う
形
で
参
加
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
、
ま
だ
結
果
は
出
て
い

な
い
。

和束町議会だより
一般質問

今年から5年間、毎年2名の課長が
定年退職を迎えるが対策は

現在、定年延長に係る条例整備を
進めている町長

村山 一彦 議員

ふるさと納税返礼品
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問
　
「
い
つ
で
も
、
誰
で

も
、
無
料
で
、
何
度
で
も
」
の

検
査
体
制
整
備
、
P
C
R
検
査

実
施
を
。

答
　

町
長

　

無
料
抗
原
検
査
は
引
き
続
き

取
組
む
。

答
　

診
療
所
事
務
長

　

P
C
R
検
査
実
施
へ
進
め
て

い
る
。

問
　

無
料
検
査
を
土
日
や

夜
間
で
も
実
施
を
。

答
　

診
療
所
事
務
長

　

実
施
体
制
も
あ
り
相
談
が
必

要
と
な
る
。

問
　

高
齢
者
施
設
、
保
育

園
、
学
童
保
育
、
学
校
、
介
護

事
業
所
、
観
光
関
係
等
で
の
定

期
検
査
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

高
齢
者
施
設
は
8
月
下
旬
か

ら
再
開
、
保
育
園
や
学
童
は
定

期
検
査
を
継
続
、
観
光
関
係
は

準
備
中
、
学
校
は
教
育
委
員
会

で
協
議
中
。

問
　

万
全
な
診
療
体
制
へ

①
自
宅
療
養
者
へ
の
訪
問
診
療

は
可
能
か
②
「
全
数
把
握
」
中

止
後
も
全
患
者
を
放
置
せ
ず
対

応
を
。

答
　

診
療
所
事
務
長

　

①
往
診
も
出
来
る
か
も
し
れ

な
い
が
、
ま
ず
は
電
話
で
対
応

す
る
②
現
在
実
施
し
て
い
る
健

康
観
察
等
は
継
続
す
る
。

答
　

町
長

　

②
対
応
は
き
ち
っ
と
す
る
の

が
大
事
と
認
識
。

問
　

①
「
か
も
し
れ
な
い
」

で
な
く
「
で
き
る
」
で
良
い
か
。

答
　

診
療
所
事
務
長

　

患
者
が
求
め
れ
ば
可
能
だ

が
、
急
変
時
は
救
急
車
を
要
請

す
る
。

問
　

後
遺
症
の
情
報
提

供
、
相
談
体
制
整
備
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

よ
り
分
か
り
や
す
い
情
報
を

提
供
し
、
相
談
体
制
を
つ
く
り

た
い
。

問
　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予

防
接
種
へ
の
補
助
を
中
高
生
も

対
象
に
。

答
　

町
長

　

今
年
も
小
学
6
年
生
ま
で
の

子
ど
も
、
高
齢
者
を
対
象
に
無

償
化
す
る
。
拡
充
の
方
向
は
大

事
だ
が
今
後
検
討
し
た
い
。

物
価
高
騰
か
ら
高
齢
者
の

暮
ら
し
を
守
れ

問
　

後
期
高
齢
者
の
医
療

費
窓
口
負
担
増
等
へ
の
減
免

を
。答

　

町
長

　

受
診
抑
制
防
止
へ
高
額
療
養

費
制
度
で
配
慮
さ
れ
る
。

問
　

灯
油
代
、
電
気
料
金

へ
の
補
助
を
。

答
　

町
長

　

国
の
動
き
を
注
視
し
家
計
全

体
を
支
援
す
る
方
策
を
模
索
し

た
い
。

問
　

介
護
保
険
料
の
時
限

的
な
減
免
を
。

答
　

福
祉
課
長

　

条
例
で
の
減
免
制
度
を
利
用

い
た
だ
き
た
い
。

問
　

低
所
得
世
帯
へ
の
支

援
金
支
給
を
。

答
　

町
長

　

こ
の
間
、
国
の
施
策
で
住
民

税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付
を
実

施
し
て
い
る
。

ご
み
収
集
場
所
の
見
直
し
を

問
　

高
齢
化
、
免
許
返
納

等
で
ご
み
収
集
場
所
ま
で
行
く

こ
と
が
困
難
な
ケ
ー
ス
も
増
え

て
い
る
と
の
認
識
は
。

答
　

町
長

　

ニ
ー
ズ
と
支
援
体
制
を
整
理

し
問
題
解
決
に
努
め
た
い
。

問
　

実
態
を
把
握
し
、
必

要
が
あ
れ
ば
場
所
の
見
直
し
、

個
別
対
策
の
検
討
を
。

答
　

農
村
振
興
課
長

　

現
段
階
で
は
個
別
収
集
は
出

来
な
い
が
柔
軟
な
対
応
を
心
掛

け
た
い
。
実
態
把
握
を
行
う
時

期
に
来
て
い
る
と
思
う
。

和束町議会だより
一般質問

「第8波」見据え、検査、医療・
診療体制の充実、強化を

感染者の状況を把握し、対応を
しっかり行うのが基本であり重要 町長

検査体制の充実を

岡本 正意 議員
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京
都
府
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会

　

第
2
回
定
例
会
が
、
8
月
26
日
に
開
催
。
副
連
合
長

に
渡
辺
連
合
事
務
局
長
を
選
任
し
同
意
し
た
。

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て
賛
成
者
多
数
で
認
定
し

た
。
4
年
度
の
補
正
予
算
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
係
る
傷
病
手
当
金
の
制
度
延
長
に
よ
る
保
険

給
付
費
の
増
額
等
で
、
賛
成
者
全
員
で
可
決
し
た
。
専

決
処
分
で
は
、
東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
に
対
す
る
保

険
料
減
免
制
度
の
延
長
に
つ
い
て
、
賛
成
者
全
員
で
承

認
し
た
。
ま
た
、
2
件
の
請
願
書
を
不
採
択
と
し
た
。

令
和
3
年
度
決
算
額

・
一
般
会
計

�

歳
入
総
額　

15
億
6
1
8
4
万
円

�

歳
出
総
額　

13
億
4
7
0
1
万
円

・
特
別
会
計

�

歳
入
総
額　

3
9
1
6
億
6
5
7
7
万
円

�

歳
出
総
額　

3
7
9
2
億
3
7
0
4
万
円

　

第
2
回
定
例
会
が
、
7
月
25
日
に
開
催
。
一
般
質
問

で
は
、
教
育
長
の
施
政
方
針
や
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
問
題
・

い
じ
め
問
題
の
取
り
組
み
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
今

後
や
S
D
G
ｓ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ

た
。
4
年
度
の
補
正
予
算
は
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
安

全
対
策
工
事
の
事
務
整
理
対
応
と
し
て
36
万
円
を
増
額

し
賛
成
者
多
数
で
可
決
し
た
。

　

ま
た
議
員
選
出
の
監
査
委
員
に
、
南
山
城
村
の
久
保

憲
司
議
員
を
選
任
し
た
。

相
楽
東
部
広
域
連
合
議
会

広域連合議会報告

　

8
月
23
日
、
令
和
4
年
度
事

業
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

総
務
課

○�

杣
田
地
内
に
設
置
予
定
の
耐

震
用
地
下
式
防
火
水
槽
は
、

8
月
中
に
入
札
予
定
。

○�

大
学
生
等
奨
学
金
給
付
の
2

次
募
集
を
9
月
か
ら
10
月
に

実
施
。

福
祉
課

○�

障
害
者
地
域
支
援
事
業
で

は
、
新
た
に
障
害
者
の
訪
問

入
浴
支
援
を
開
始
し
た
。

〇�

和
束
保
育
園
耐
震
補
強
及
び

大
規
模
改
修
工
事
は
、
8
月

に
契
約
を
締
結
し
、
来
年
2

月
末
完
成
に
向
け
工
事
を
進

め
る
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
4
回
目

接
種
の
今
後
の
計
画
は
。

答　

8
月
27
日
で
集
団
接
種
は

一
定
終
了
し
、
以
降
は
個
別
対

応
と
な
る
。
9
月
以
降
は
国
保

診
療
所
で
個
別
接
種
を
計
画
し

て
い
る
が
、
今
後
国
の
動
き
を

見
な
が
ら
進
め
て
い
く
。

問　

後
期
高
齢
者
医

療
が
、
10
月
か
ら
一

部
2
割
負
担
へ
の
移

行
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。
町
内
被
保
険
者

8
8
4
名
の
う
ち
影

響
を
受
け
る
の
は
ど

れ
ぐ
ら
い
か
。

答　

8
月
10
日
現
在

で
93
名
が
対
象
に
な

る
と
把
握
し
て
い
る
。

問　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
状
況

は
。

答　

7
月
末
現
在
で
1
5
1
7

件
の
申
請
が
あ
る
。

問　

地
域
公
共
交
通
デ
マ
ン
ド

化
事
業
に
つ
い
て
9
月
30
日
か

ら
実
証
実
験
が
始
ま
る
が
、
周

知
方
法
は
。

答　

９
月
下
旬
に
体
験
会
を
実

施
し
、
予
約
方
法
や
乗
降
場
所

の
説
明
、
車
両
の
見
学
を
予
定

し
て
い
る
。
今
後
様
々
な
機
会

を
通
じ
て
説
明
し
、
利
用
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
る
。

和束町議会だより
委員会報告

総
務
厚
生
常
任
委
員
会

��村山
��髙山・岡本
��畑・岡田（勇）

地域公共交通デマンド化「ワヅカー」
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8
月
25
日
、
令
和
4
年
度
事

業
執
行
状
況
等
に
つ
い
て
事
務

調
査
を
行
っ
た
。

地
域
力
推
進
課

○�

4
月
か
ら
7
月
ま
で
の
観
光

案
内
所
の
来
場
者
は
、
3�

0�

4�

5
人
で
、
観
光
客
は
少
し

ず
つ
戻
っ
て
き
て
い
る
。
農

泊
に
つ
い
て
も
8
月
か
ら
再

開
さ
れ
、
状
況
を
見
な
が
ら

海
外
、
修
学
旅
行
生
の
受
入

れ
を
行
う
。

○�

和
束
ス
マ
ー
ト
ワ
ー
ク
オ
フ

ィ
ス
の
利
用
に
つ
い
て
は
、

9
月
1
日
か
ら
1
月
31
日
ま

で
の
95
日
間
、
1
企
業
か
ら

申
請
が
あ
る
。

○�

延
期
と
な
っ
て
い
た
W
M
G

大
会
は
、
2
0
2
7
年
5
月

に
開
催
さ
れ
る
。

農
村
振
興
課

○�

茶
源
郷
生
活
応
援
商
品
券
事

業
で
は
、
コ
ロ
ナ
交
付
金
を

活
用
し
て
１
人
1
万
円
の
商

品
券
を
交
付
し
た
。

〇�
農
業
次
世
代
人
材
投
資
資
金

給
付
事
業
で
は
、
新
規
就
農

者
個
人
3
人
と
夫
婦
一
組
に

資
金
給
付
を
予
定
し
て
い

る
。

建
設
事
業
課

○�

祝
橋
整
備
事
業
は
、
上
部
工

の
工
事
が
10
月
末
完
成
を
目

途
に
進
ん
で
い
る
。
今
後
、

右
岸
、
左
岸
の
道
路
改
良
を

行
い
、
来
年
度
中
の
完
成
を

目
指
し
事
業
が
進
め
ら
れ

る
。

〇�

8
月
16
日
か
ら
18
日
の
豪
雨

に
よ
る
被
災
状
況
に
つ
い

て
、
鉄
砲
水
な
ど
で
町
内
11

か
所
の
被
災
が
確
認
さ
れ

た
。

総
合
施
設
整
備
課

○�

総
合
保
健
福
祉
施
設
整
備
事

業
は
計
画
ど
お
り
進
ん
で
お

り
、
こ
れ
か
ら
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
な
ど
の
解
体
工
事
が

始
ま
る
。

委
員
か
ら
の
意
見
や
質
問

問　

下
水
道
マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン

プ
の
耐
用
年
数
や
災
害
時
、
停

電
時
の
対
応
は
。

答　

耐
用
年
数
は
15
年
。
3
時

間
程
度
の
停
電
で
あ
れ
ば
対
応

で
き
る
が
、
以
前
そ
れ
以
上
の

停
電
が
あ
っ
た
時
に
は
、
バ
キ

ュ
ー
ム
カ
ー
で
対
応
し
た
。
以

後
そ
れ
を
教
訓
に
台
風
や
豪
雨

が
想
定
さ
れ
る
場
合
、
発
電
機

を
準
備
し
て
い
る
。

問　

原
油
・
肥
料
の
高
騰
に
農

業
者
は
困
っ
て
い
る
。
国
・
府

の
補
助
金
制
度
は
な
い
の
か
。

答　

国
の
施
策
と
し
て
肥
料
代

の
支
援
制
度
が
あ
る
。
申
請
は

個
人
か
ら
で
は
な
く
農
業
者
グ

ル
ー
プ
か
ら
と
な
る
。

問　

石
寺
橋
架
替
工
事
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
ら
れ
る

の
か
。

答　

現
在
の
橋
よ
り
下
流
側
に

新
し
く
橋
を
架
け
る
計
画
で
、

現
時
点
、
京
都
府
と
府
警
察
の

交
差
点
協
議
が
終
わ
っ
た
と
こ

ろ
。
下
島
側
の
山
を
削
り
、
下

島
へ
の
道
と
石
寺
へ
の
道
が
ほ

ぼ
一
直
線
に
な
る
よ
う
計
画
し

て
い
る
。

問　

固
定
資
産
納
税
通
知
と
合

わ
せ
て
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を

周
知
さ
れ
て
い
る
が
、
ど
う

い
っ
た
形
で
P
R
さ
れ
て
い
る

の
か
。

答　

空
き
家
の
所
有
者
は
、
町

外
に
転
出
さ
れ
て
い
る
方
が
多

く
、
固
定
資
産
税
納
税
通
知
に

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
チ
ラ
シ

を
同
封
し
て
い
る
。

問　

最
近
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る

被
害
が
増
え
て
き
て
い
る
よ
う

に
思
う
が
、
現
状
は
。

答　

サ
ル
は
集
団
で
は
な
く
、

は
ぐ
れ
が
出
て
き
て
い
る
。
イ

ノ
シ
シ
や
シ
カ
も
多
い
。

広域連合議会報告

京
都
地
方
税
機
構
広
域
連
合
議
会

　

第
2
回
定
例
会
が
、
8
月
2
日
に
開
催
。
任
期
満
了

に
伴
う
副
連
合
長
に
与
謝
野
町
の
山
添
藤
真
町
長
が
選

出
さ
れ
同
意
し
た
。
議
員
の
異
動
に
よ
り
、
副
議
長
に

亀
岡
市
の
福
井
秀
昭
議
員
を
選
任
し
た
。
一
般
質
問
で

は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納

付
、
コ
ロ
ナ
禍
の
B
C
P
対
応
方
針
や
物
価
高
の
影
響

へ
の
課
題
な
ど
に
つ
い
て
質
問
さ
れ
た
。

　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て
賛
成
者
多
数
で
認
定
し

た
。

令
和
3
年
度
決
算
額

�

歳
入
総
額　

24
億
9
4
7
6
万
円

�

歳
出
総
額　

24
億
9
3
7
9
万
円

和束町議会だより
委員会報告

産
業
常
任
委
員
会

��吉田
��井上・藤井
��小西・岡田（泰）
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令
和
4
年
も
あ
と
わ
ず
か
。
今
年
も
コ
ロ

ナ
対
策
に
追
わ
れ
た
1
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
夏
流
行
し
た
第
7
波
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
感
染
者
は
、
和
束
町
で
は
3
9
1
人
に
も

な
り
ま
し
た
。（
9
月
26
日
現
在
）
ま
だ
ま

だ
油
断
は
で
き
ま
せ
ん
。
互
い
に
注
意
し
ま

し
ょ
う
。

　

2
月
に
は
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
武
力

侵
攻
し
ま
し
た
。
19
世
紀
じ
ゃ
あ
る
ま
い
し

正
当
な
国
家
に
武
力
侵
攻
な
ど
許
さ
れ
る
こ

と
な
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々

の
嘆
き
、
苦
し
み
を
見
る
と
同
情
を
禁
じ
得

ま
せ
ん
。

　

こ
こ
近
年
、
日
本
に
大
型
台
風
が
何
度
も

襲
来
し
、
大
き
な
被
害
が
生
じ
て
い
ま
す
。

世
界
各
地
に
お
い
て
も
同
様
に
干
ば
つ
、
水

害
が
多
発
し
て
お
り
、
食
糧
事
業
が
急
激
に

悪
化
し
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。「
今
は
戦
争
の
時
で
は
な

い
」（
イ
ン
ド
・
モ
デ
ィ
首
相
）

�

（
村
山　

一
彦
）

編
集
後
記

広
報
編
集
委
員
会

委
員
長　
　

村　

山　

一　

彦

副
委
員
長　
　

藤　

井　

清　

隆

委　
　

員　
　

吉　

田　

哲　

也

委　
　

員　
　

小　

西　
　
　

啓

委　
　

員　
　

岡　

田　

泰　

正

和
束
町
の
印
象
は
？

お
茶
の
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
茶
源
郷
と
い
う

　
　
だ
け
あ
っ
て
、
初
め
て
見
た
茶
畑
の
美
し
い
景
観

に
は
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
田
園
風
景
が
素
晴
ら
し
い
だ

け
で
は
な
く
、
安
積
親
王
陵
墓
や
後
醍
醐
天
皇
ゆ
か
り

の
祝
橋
な
ど
の
史
跡
が
あ
る
こ
と
が
、
こ
の
土
地
の
雰

囲
気
に
深
み
を
与
え
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
ま
た
、

住
ん
で
い
る
町
民
の
方
た
ち
の
人
柄
が
よ
く
、
日
常
診

療
に
と
て
も
協
力
的
で
助
か
っ
て
い
ま
す
。

今
ま
で
の
経
歴
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

平
成
七
年
に
京
都
府
立
医
科
大
学
を
卒
業
し
て
、

　
　
当
時
の
第
二
外
科
に
入
局
し
ま
し
た
。
前
任
者
の

桐
山
先
生
の
後
輩
に
あ
た
り
ま
す
。
専
攻
は
外
科
で
、

そ
の
中
で
も
臓
器
移
植
の
腎
臓
、
膵
臓
、
肝
臓
移
植
を

専
門
に
し
て
き
ま
し
た
。
令
和
元
年
か
ら
病
院
教
授
と

し
て
診
療
部
長
を
し
て
い
ま
し
た
。
急
性
期
医
療
に
長

年
従
事
し
て
き
ま
し
た
が
、
以
前
よ
り
地
域
医
療
や
高

齢
者
医
療
の
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
そ
う
し
た
現
場
に

実
際
に
身
を
投
じ
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

趣
味
な
ど
は
？

学
生
時
代
に
剣
道
を
し
て
い
ま
し
た
。
卒
業
後
30

　
　
年
近
く
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨
年
息
子
が

剣
道
を
始
め
る
機
会
に
再
開
し
て
い
ま
す
。
高
齢
に

な
っ
て
も
継
続
で
き
ま
す
し
、
稽
古
に
は
相
手
が
必
要

で
す
が
、
鍛
錬
は
自
分
一
人
で
も
で
き
る
と
こ
ろ
が
良

い
と
こ
ろ
で
す
。

こ
れ
か
ら
目
指
さ
れ
る
地
域
医
療
は
？

和
束
町
は
年
々
人
口
減
の
過
疎
地
域
で
す
が
、
都

　
　
市
部
に
近
い
の
が
特
徴
で
す
。
総
合
病
院
は
山
城

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
や
学
研
都
市
病
院
、
奈
良
市
立
奈

良
病
院
や
奈
良
県
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
も
あ
り
ま
す
。

急
性
期
の
高
度
医
療
を
必
要
と
す
る
場
合
は
総
合
病
院

に
託
し
、
日
頃
の
診
療
や
急
を
要
す
る
処
置
（
縫
合
等
）

な
ど
の
一
次
医
療
の
役
割
を
果
た
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
ま
た
、
和
束
町
は
京
都
府
で
も
健
康
長
寿
の
地

域
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
茶
を
中
心
と
し
た
環
境
が

関
係
し
て
い
る
の
か
な
ど
の
調
査
も
で
き
た
ら
と
考
え

て
い
ま
す
。

�

（
取
材
　
村
山
一
彦
・
岡
田
泰
正
）

今
回
は
、
今
年
6
月
か
ら
診
療
所
に
勤
務
い
た
だ

い
て
い
る
牛
込
先
生
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

和束町議会だより

“お茶を中心とした環境で健康長寿！関係性を調査してみたい”
～国民健康保険診療所長　牛込 秀隆先生～

令
和
４
年
11月

15日
発
行
／
京
都
府
相
楽
郡
和
束
町
議
会
／
編
集
：
議
会
広
報
編
集
委
員
会
　
TE
L.0774-78-3003　

FA
X
.0774-78-2799

第
4
回
定
例
会
は
、
12
月
中
旬
開
催
予
定
。


